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研究成果の概要（和文）：本研究では、従来のデスクトップ型CALL教室の後継として期待できる、iPadなどの
Tablet端末を利用したCALL教室を構築し、アクティブ・ラーニングを軸とした授業モデルを実施した。構築で
は、無線システムを構築し、最大70台のタブレット端末が接続されている環境の下で、Learning Management 
System (LMS)接続、マルチメディア教材の配布、サーバに蓄積している映像視聴等の実証実験を行った。その上
で、実際にプレゼンテーション授業として音声認識機能、ビデオ撮影、振り返り活動などの授業を実施した。ま
た、オンライン環境の下で収集したログデータに基づいた分析も行うことができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we constructed a CALL classroom using tablet computers 
such as iPad, which we expect as a successor to the conventional desktop type CALL classroom, and 
implemented a lesson model enhancing active learning. In the construction, we built a wireless 
system, and under the classroom environment where a maximum of 70 tablet computers are connected, we
 conducted a demonstrative experiment. In the experiment, it has become possible to connect with 
Learning Management System (LMS), distribute or collect multimedia materials, and view the videos 
stored on server. Based on the system constructed above, we conducted classes utilizing some 
functions equipped with the system, such as speech recognition function, video shooting, and 
reflection activity as a presentation course. In addition, it has become possible to analyze log 
data collected under the online environment.

研究分野： Computer-Assisted Language Learning

キーワード： 外国語教育　無線システム　タブレット端末
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究開始時のCALLシステムはと言えば、
有線接続のデスクトップ型 CALL システムが
主流であった(図 1)。しかし、導入や運営に
多大な費用が掛かってしまうことに加え、机
が固定されているために、自由な座席の移動
ができず、アクティブラーニング教室として
は、非常に使い勝手が悪い側面があった。し
かも、当時から iPad のようなタブレット端
末を使用させながら授業を進めていくこと
で、LL 教室が得意としているドリル演習や自
分のペースで学習するような個別型学習と、
タブレット端末を利用しながら協同学習、発
信型学習を同時に行うことができる教室環
境に対するニーズが高まっていた。  

図 1 従来のデスクトップ型 CALL 教室 
 
さらに、2014 年「世界最先端 IT 国家創造

宣言」が閣議決定され、一人一台の情報端末
配備計画が閣議決定され、無線システム導入
が現実味を帯びてきている時期であった。そ
のような意味からも、標準的なタブレット
CALL 教室に関する検証が必要とされる時期
であった。 
 
２．研究の目的 
 上で記述した背景に基づいて、本研究では,
無線システムとタブレット端末を利用し、普
通教室でも比較的簡単に構築できる外国語
教育用コンピュータ教室(CALL 教室)の構築
を行った。無線システムを構築する上での大
きな問題は、無線電波の輻輳化にともなう不
安定さ、大容量のデータ通信の限界である。
特に外国語教育では、マルチメディア教材や
音声、映像など大容量のデータの送受信が繰
り返される。よって、通常の教室が想定する
よりも、より安定した無線環境整備が CALL
教室には必要となる。 
 本研究の第一の目的は、語学学習に特化し
た教室における無線システムの構築、つまり、
タブレット CALL 教室の構築である。 
そして、安定的なタブレット CALL 環境が

構築されたとして、どのような授業活動を行
うことができるのか、授業モデルの開発およ
び評価を行うことにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 アクセスポイント 

 
３．研究の方法 
本研究では WindowsOS や iOS(iPad)タブ

レットが利用できる 80 人規模のタブレット
CALL 教室を構築することにした。比較的安
価で使用可能性の高いスタンドアロン型の
アクセスポイントを 2 台設定し最大 80 台の
端末の同時アクセスに耐えられるようにチ
ューニングを行うことにした（図 2）。評価実
験としては、受講生全員が同時にダウンロー
ドやアップロードを行いながら、その快適性
や学習者の印象を調査する方式で行った。 
授業中での正式運用を行う前の試験運用

実験では、windows 端末においてを利用する
際に AD 認証に非常に多くの時間がかかって
しまい、授業が開始できない事態になってし
まったり、一斉にダウンロードするのに時間
がかかってしまうなどの問題点が起こった。
この点については、研究論文や講演会などで
発表を行っている。さらに、20MB 程度の映
像データの配信や、課題データの受信につい
てもスムーズに動作しなかった状況が起き
た。その後、さまざまな試行錯誤と修正を行
った。例えば、ネットワーク設定の問題点の
整理、端末のカスタマイズ,ベータ版ソフトウ
エアの改良などの改善を行った。その上で、
実際の授業の中で音声教材、映像資料、
YouTube 閲覧などが快適に動くのかを実証
することにした。 
授業の評価については、反転授業のモデル

の 中 で Online Educational Resources 
(OER)素材を一般学術目的の英語(English 
for General Academic Purposes: EGAP)の
授業モデルを構築した。その中で、学習者た
ちは、従来型の CALL 教室では困難だった自
由な座席の移動や、お互いのプレゼンテーシ
ョンのビデオ撮影などの活動を行った。また、
サーバ上の映像素材をダウンロードして視
聴したりなどの活動を行った。 
さらに発展的研究事例として、オンライン

環境で収集できるログデータを分析し、学習
過程の記述を試みる取り組みも行った。 
 



４．研究成果 
Tablet CALL 教室構築については主に下

記の発表論文(⑩、⑳、○21 )の中で発表を行っ
た。具体的には、本教室に設定したアクセス
ポイントをどちらか一方に集中しないよう
に調整した。また、帯域を分散させるなどの
処理を行い、結果として AD 認証はじめ、学
内サーバに蓄積した映像データの閲覧など
については、大きなストレスなく実行できた。
しかし、一部輻輳化が原因と思われる接続不
良も確認できたので、制御を目的とした装置
を導入し、そのことによる効果を検証した結
果、学生側の印象については変化が見られな
かったが、輻輳化の指標となるパケットロス
に関して、上り、下りともその効果が確認で
きた（⑥）。 
しかし、学内のサーバではなく、クラウド

上の映像素材や YouTube などの素材につい
ては、学内 LAN を経由してインターネット
を通過することになる。この状況では、より
上位の階層部分において、多くのボトルネッ
クが発生しており、一部のコンテンツが快適
にダウンロードできないときがあった。この
状況は教室のネットワーク環境の調整では
制御しにくい部分である。可能な限り、重い
映像コンテンツなどは、学内のサーバに蓄積
した方がより快適性が保証できる点を実証
した格好となっている。教育のクラウド利用
が促進されている中、一斉接続の際の安定性
という課題を実証するものとなった。 
もう一つのケーススタディとして、音声認

識技術を利用した発音評価システムの実証
実験を行った。そこでは、ウェブアプリケー
ションとして利用する場合と、ローカルアプ
リケーションとして設定した場合で、安定性
に影響を及ぼすかというものであった。この
場合も、教室内の学生全員が一斉に接続する
と、ウエブアプリケーションの方は誤認識、
セッションタイムアウトなどの症状が見ら
れた(⑨)。こちらも今後の課題となる。一方、
非同期型ボスブログシステムでは問題なく
接続することができている（⑧、⑰、⑱）。 
授業実践研究では、タブレット端末の特徴

を生かし、学生たちが自由に座席を移動して
協働学習を促しながら実施していくモデル
を構築した。実証研究では、オンラインリソ
ース学習を支援するシステムを利用し、内容
についてディスカッションやプレゼンテー
ションを行うものにした。さらに、タブレッ
ト端末を利用してビデオ撮影を行い、LMS
で共有する活動を通して、深い振り返りと、
オンライン上のインタラクションを誘導し
た。このような授業モデルについて、評価を
行った結果、学習者の動機づけが有意に向上
し、アンケートの結果おおむね好意的に受け
入れられていることが分かった（②、⑦、⑫、
⑬、⑯）（図 3、4）。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 タブレット CALL教室の授業の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 タブレット CALL 教室全景 

 
これらの実践は、対面のインタラクション

型の協同学習と個人ペースで授業を進めて
いく LL 型の授業を上手に統合したものと言
える。従来のデスクトップ型 CALL 教室を構
築する際にかかる費用と比べると、今回提案
しているシステムの方がはるかに安価であ
り、私物端末を持ち込む BYOD 機器にも対
応できるものとして、本研究で構築した
TabletCALL 教室の意味は大きい。 
さらに、オンライン環境のもとで学習者の

ログデータを収集し、学習者の学習過程を可
視化し、分類する研究に着手した。一つの研
究として、学習者がスピーキング練習を行う
際にどのような学習過程を経るのかに関す
る研究において、習熟度の高低に関わらず、
教材の難易度に応じてスタイルを変更して
いく様子を確認した。この種の研究は今後
Learning Analyticsの分野でさらに進めてい
かなければならないが、タブレット CALL 環
境が今後増えていくことが期待されている
中、言語教育分野においても学習過程で得ら
れるデータの利用のきっかけとなる研究テ
ーマとなっている。（①、③、④、⑤、⑪、
⑭、⑮） 
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